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比重は2.7程度で鉄の7.8や銅の8.9と比べると約1/3と軽量
比強度（単位重量当たりの強度）が大きく、同じ重さのボルトで比較すると、アルミは鋼の約2～4倍
（純アルミを除く。合金の種類による）
空気中で生成される酸化皮膜により、優れた耐食性を持つ
電気伝導率は銅の約60％ですが、重量が1/3と軽いため同じ重さでは、銅の2倍の電流を通す
熱伝導率は鉄の約3倍。急速な冷暖が可能な特性を持つ 
非磁性体で、磁場に影響されない
極低温下においても靭性があり脆性破壊を起こさない
素地でも美しいが、陽極酸化皮膜処理（アルマイト処理）を施すと、防食効果の向上や表面硬化による
耐摩耗性の向上、また電解着色で多彩な色をつけることができる
無害・無臭で毒性がなく衛生的、加工性が良好、リサイクルが可能など多くの利点を持つ

　アルミニウム展伸材の材料記号は、A と 4けたの数字で表す。
　続けてローマ字の記号、そのあとに ― を入れ質別記号が続く。

 例）　　A　　　5　　　0　　　5　　　6　　　W　　―　H○○
 1位　　　2位　　   3位　　  4位　　   5位　　   6位　　         質別記号

＜材料記号＞

アルミについて

＜アルミニウムの特長＞

＜アルミねじ使用上のご注意＞ 
　　・他の金属との電位差が大きく、アルミ以外の異金属に使用すると、いわゆる電食作用による腐食の恐れがあります。
　　・弾性係数など物理的性質が異なるため、ゆるみの原因となることがあります。
　　・鉄製やステンレス製商品に比べると強度が劣りますので、同様の締付けトルクで締付けを行うと破壊の原因となります。
　　　強度を要する箇所では、耐えきれずに破断することが考えられますので十分ご注意ください。

＜アルミニウム展伸材用合金の合金系統と特性＞ 展伸材用合金は､圧延加工や押出加工により板､棒､管､箔などの形状に加工され､合金系統ごとに類似した性質があります。

加工硬化又は熱処理について特別の
調整をしない製造工程から得られたま
まのもの。
展伸材については、最も軟らかい状態
を得るように焼きなまししたもの。

適度の軟らかさにするための追加熱処
理の有無にかかわらず、加工硬化によ
って強さを増加したもの。

溶体化処理後常温で自然時効する合
金だけに適用する不安定な質別。

安定な質別にするため､追加加工硬化
の有無にかかわらず､熱処理したもの｡

製造のままのもの

焼きなまししたもの

加工硬化したもの

溶体化処理したもの

熱処理によってF・O・H以外
の安定な質別にしたもの

F ※1

O

H ※2

W

 T

意　　　　　味定　　　義基本記号

※1　展伸材については、機械的性質を規定しない。
※2　展伸材だけに適用する。  
基本記号の後に付く細分記号は、処理方法・時効処理方法・引張強さの程度
などを意味する数字が付帯される。（詳細は、JIS H 0001参照）  

合 金 系 統 材 料 特 性 の 概 要

上記以外の系統のアルミニウム合金

熱処理分類 主なファスナー部品の用途

1000系アルミニウム
（純アルミニウム系）

2000系アルミニウム合金
（Al-Cu系合金）

3000系アルミニウム合金
（Al-Mn系合金）

4000系アルミニウム合金
（Al-Si系合金）

5000系アルミニウム合金
（Al-Mg系合金）

6000系アルミニウム合金
（Al-Mg-Si系合金）

7000系アルミニウム合金
（Al-Zn-Mg系合金）

8000系アルミニウム合金

非熱処理合金

熱処理合金

非熱処理合金

非熱処理合金

非熱処理合金

熱処理合金

熱処理合金

純度99％以上の工業用純アルミニウム。加工性､耐食性､溶接性､電気・熱伝導率に
優れる。強度は低いため構造材には適さない。

快削合金は切削加工性が良くかつ強度があるため構造材や鍛造材として使用され
る。反面Cuの添加により耐食性には劣る。高強度の代表的な合金番号2017はジュ
ラルミン､同2024は超ジュラルミンの名称でも知られる。

Mnの添加によって純アルミニウムの加工性､耐食性を低下させることなく､強度を
少し上げた合金。建材､カラーアルミ､屋根板､アルミ缶などに使用。

比較的多くのSiを添加した合金で､溶融温度・熱膨張係数が低く､耐熱性､耐摩耗性
に優れる。鍛造ピストン材、シリンダーヘッド、溶接線などに使用。

耐食性､溶接性が良好な耐食合金。種類が多く､Mgの添加する量の調整により強
度を変え板金､車両､船舶､自動車用ホイールなど幅広い用途がある。合金番号5056
は切削加工性が良く仕上りがきれいでアルマイト処理性とその染色性が良好。

マグネシウムとシリコンを加えた耐食性快削合金。強度・耐食性が良好で構造材と
して多用される。経年損傷に強いことから、建築用アルミサッシや、玄関ドアなど
に多量に使用されている。

ZnとMgを加え、さらにCuの添加の有無で大別される。Cuを添加した代表的な合
金は、日本で開発された7075合金「超々ジュラルミン」として知られ、アルミニウム
合金では最も高い強度を誇り、航空機用部品などに使用されている。

A1050 ： 平座金
A1070 ： リベット

A2011 ： ボルト、ナット
A2014 • A2017:航空機用部品など
A2017 ： ブラインドリベット

A6056：フニロンナットなど

A7050 • A7075 : 航空機用部品など
7000系D7K50（開発合金） 
： ARK600 高強度六角ボルト

A5052：リベット
A5056：ボルト、ナット、六角穴付ボルト

ブラインドナットなど
A5154：ブラインドリベット

【第1位】
　　Aは、アルミニウム又はアルミニウム合金を表す接頭語

【第2位】
　　合金系統の4桁のうち左側の数字1文字を示す。純アルミニウムは、数字1。
　　例）「5」は、5000系（Al-Mg系合金）を表す。

【第3位】
　　数字0～9を用い、次に続く第4位及び第5位の数字が同じの場合は、0 は基本合金を表し、
　　1～9はその改良型合金に用いる。（たとえば、2024合金の改良型合金を2124，2224，
　　2324合金と表す）。
　　日本独自の合金でかつ国際登録していない合金については「N」とする。　例）A7N01

【第4位及び第5位】
　　純アルミニウムについては、小数点以下2桁のアルミニウムの純度（例えば、1050は純度
　　99.50％Al）を表し、他の合金については、特に意味はない。

【第6位】
　　製造工程あるいは製品形状を表す記号で、ローマ字1～3文字で付与される。
　　例）「W」は、引抜線を表す。（右表1）

【質別記号】
　　製造過程における加工・熱処理条件の違いによって得られた機械的性質の区分で、合金
　　記号の後に ― を付けてアルファベット1文字で表し、その後には細分記号（処理や引張強
　　度などを付帯させた数字）が付く。（右表2）
　　例）「H」は、加工硬化したものを表し、そのあとの〇〇は細分記号の数字。

記　号 意　味 記　号 意　味
P(PS)
PC
BE(BES)
BD(BDS)
W(WS)
TE(TES)
TD(TDS)
TW(TWS)

板、条、円板
合せ板
押出棒
引抜棒
引抜線
押出継目無管
引抜継目無管
溶接管

TWA
S(SS)
FD
FH
H
BY
WY

 アーク溶接管
 押出形材
 型打鍛造品
 自由鍛造品
 箔（はく）
 溶加棒
 溶接ワイヤ

表1-アルミの製造工程あるいは製品形状の記号

表2-質別の基本記号、定義及び意味

※括弧書きの記号の末尾の「S」は、特殊級を意味する。

元素記号 ：  AI ［アルミ］　Mn ［マンガン］　Si ［ケイ素（シリコン）］　Mg ［マグネシウム］　Zn ［亜鉛］
熱処理合金 … 非熱処理合金と比較して一般的に強度は高いが、耐食性や溶接性は劣る傾向がある。
非熱処理合金 … 耐食性、溶接性及び加工性、低温性に優れるものが多いが、一般的には強度が低い。


